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〔交通案内〕近鉄奈良駅下車徒歩約15分、または
JR奈良駅・近鉄奈良駅から奈良交通「市内循環」
バス（外回り）「氷室神社・国立博物館」下車
※当館には駐車スペースがございませんので最寄りの
　県営駐車場等（有料）をご利用ください。
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挂甲武人埴輪毘沙門天立像
群馬県榛東村高塚古墳出土
高123.0㎝
古墳時代（6世紀）
群馬大学（群馬県立歴史博物館保管）

木心乾漆造　彩色・截金
像高28.3㎝
奈良時代（8世紀）
愛媛　如法寺

◆名品展「珠玉の仏たち」にて展示中

展示品の
みどころ

けい こう　ぶ　 じん　はに　わび　しゃ  もん てん りゅう ぞう

　近年の調査で発見された新出作品。愛媛県西部の城下町大
洲の如法寺所蔵。奈良時代後期に作例の集中する木心乾漆造
の像。　
　像はまず三本の心木（針葉樹材）を組み、これに麻布を巻い
た後、乾漆を盛り上げて造形する。ただし腕の心は木材ではな
く金属を用いており、大きな動きを示す像容に対応した技法と
考えられる。毘沙門天像本体および邪鬼の一体の黒目には金属
の球を嵌入する。これらの技法は、奈良とその周辺に遺存する
奈良時代の乾漆像ないし塑像に類例を見いだす。表面に施さ
れた彩色・截金文様も、奈良・東大寺戒壇堂四天王立像のそれ
に通ずる。なお二体の邪鬼は木心を設けず乾漆盛り上げのみ
で造り、その下の洲浜状の岩座（上半部が当初）は逆に木彫の
うえに薄く乾漆をかける。
　江戸時代の地誌に見える情報ながら、本像はかつて奈良・信
貴山寺の僧侶が所持し、これを大洲藩加藤家の家臣某が入手
して大洲へ持ち帰ったという。畿内から移されたという史実を
反映する可能性があろう。
　歌舞伎役者が見得を切るかのような毘沙門天の大きなポー
ズや、蹲り、あるいはのけぞる邪鬼のユーモラスな姿態が見どこ
ろであり、像高一尺に満たない小像ながらその存在感には目を
見はる。　　　　　　　　　　　　岩田　茂樹（当館上席研究員）

■観覧料金　｢第70回正倉院展｣

開館日時（10月～12月）
■開館時間／午前9時30分～午後5時
・名品展・特別陳列・特集展示は、金・土曜日は午後8時まで
　（12月28日・29日を除く）。
・｢第70回正倉院展｣会期中、月～木曜日は午前9時～午後6時、
　金・土・日曜日、祝日は午前9時～午後8時。
※いずれも入館は閉館の30分前まで

※団体は20名以上です。  ※前売券の販売は10月26日(金)までです。
※親子ペア観覧券は、一般1名と小・中学生1名がセットになった割引観覧券です。前
売のみで、販売は主要プレイガイド、コンビニエンスストア（一部）に限ります。

※オータムレイトチケットは、閉館の1時間30分前から入場できる当日券です（当館当
日券売場のみで、閉館の2時間30分前から販売します）。

※障害者手帳をお持ちの方（介護者1名を含む）は無料です。
※奈良国立博物館キャンパスメンバーズ加盟校の学生の方は当日券を400円で、職員
の方は団体料金でお求めいただけます。

※この料金で、名品展（なら仏像館・青銅器館）も観覧できます。

■観覧料金　名品展・特別陳列・特集展示

個　　人
団　　体

一　　般
520円
410円

大学生
260円
210円

高校生以下
無　料
無　料

※団体は20名以上です。  
※高校生以下および18歳未満の方、満70歳以上の方、障害者手帳をお持
ちの方（介護者1名を含む）は無料です。

※奈良国立博物館キャンパスメンバーズ加盟校の学生の方は無料です。
※毎月22日にご夫婦で観覧される方は各半額、11月22日は無料になります。
※中学生以下の方と一緒に観覧される方、冬休み期間（12月・1月）で開館
時間延長日の午後5時以降に観覧される方は、団体料金を適用します
（子どもといっしょ割引・レイト割引）。

◆12月11日～平成31年３月14日　名品展「珠玉の仏教美術」にて展示

 甲冑で完全武装した人物像。粘土紐の輪を幾重にも積み、大
小の円筒形のパーツを作り、それを組み上げて人物像に仕上げ
ている。基本的な作りは壺と同じ。だから中は空洞である。
「埴輪」（＝粘土の輪）とは、良く言った言葉だと思う。埴輪は
全国にあるが、東国の埴輪は個性的で造形力の豊かなものが
多い。中でも上野国（現在の群馬県）の埴輪は素晴らしい。唯
一の国宝埴輪として有名な武人埴輪（東京国立博物館蔵）は
群馬県太田市の出土品。天理参考館（奈良）の武人埴輪も大
和文華館（奈良）の鷹匠の埴輪も群馬の埴輪である。古墳造り
が盛んだった土地柄ゆえに、良い埴輪職人が育ったのであろ
う。本品もまさに群馬の産品。額の尖った衝角付冑を被り、小
札を連ねた挂甲を着け、刀に手をかける武人の姿が凜々しい。
冑の左右には顔を守る大きな脇立が付いておりカッコいい。よ
く見れば首にはネックレス、袴には蕨手文様が描かれ、おしゃ
れでもある。当時の武装や風俗を立体的に伝える点で、埴輪は
第一級の資料である。本品のような抜刀姿勢は武人埴輪の中
でも早い段階で、この後に弓や矢を併せ持つようになり、国宝
武人埴輪のスタイルが完成する。本品は関西初公開。東国武士
のご先祖の姿をぜひ堪能して欲しい。
　　　　　　　　　　　　　　吉澤　悟（当館学芸部列品室長）

■休館日／毎週月曜日
・ただし、10月8日、12月17日・24日・31日は開館し、
　10月9日㈫、12月25日㈫、1月1日㈫は休館。
・正倉院展の会期中については無休。
★無料観覧日（名品展・特別陳列のみ）／
　11月17日㈯・18日㈰（関西文化の日）、12月17日㈪（おん祭お渡り式）

個人（当日）
団体・前売
オータムレイト

一　　般
1,100円
1,000円
800円

高校・大学生
700円
600円
500円

小・中学生
400円
300円
200円

親子ペア

1,100円（前売のみ）
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